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■「廃棄物係数設定」  分別区分毎の重量換算係数を⽤いた係数設定の⼿順①

専用見積 排出設定の流れ 

解体⾒積 EX では、解体⼯事における排出量に対して３つの条件項目の設定と修正が可能となります。 
この章では、「廃棄物係数設定」「排出量⼀括変更」「分別区分設定」について説明していきます。

尚、これらの機能は、⾒積フォームで登録されている排出量の設定を編集する場合に利⽤いただける機能です。

① 「排出量」から②「排出設定」を選択して③「廃棄物係数設定」を選択します。④重量単位換算係数を⼊⼒後に
⑤設定（終了）を押します。 （次ページに続く）
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前章の係数⼊⼒を⾏い、設定（終了）ボタンを押した後に⑥⾒積明細が表⽰されます。 

⾒積明細を確認して⾒積書に反映させる場合は、⑦「OK」を押します。 

⑧⾒積⾦額更新メッセージの⾦額を確認して「OK」を押して排出設定に戻ります。 

⑨他に設定項目が無い場合は、「設定終了」を押して完了します。 

■「廃棄物係数設定」  分別区分毎の重量換算係数を⽤いた係数設定の⼿順② 
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⾒積明細に表⽰される係数は、有価物リサイクルの精度を⾼めるために⼩数点第五位四捨五⼊としています。 
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この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォーム」に登録してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「廃棄物係数設定」  積算対象設定の⼿順 

この章では、分別区分の積算係数に対しての積算対象（する・しない）の設定⽅法の⼿順を説明します。 

① 「排出量」から②「排出設定」を選択して③「廃棄物係数設定」を選択します。 

分別区分に対して積算対象にするか否かを④「〇」「 」で選択した後に⑤⾒積額更新メッセージが表⽰されます。 

積算対象の設定を有効にする場合は、⑥「設定終了」を押してください。 

１

２

３

４

６

５

この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォーム」に登録してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「排出量⼀括変更」  分別区分毎の重量換算係数の⼀括設定（全項目選択）⼿順① 

この章では、分別区分毎の重量換算係数の⼀括設定の⼿順を説明します。 

① 「排出量」から②「排出設定」を選択して③「排出量⼀括変更」を選択します。 

④「排出量⼀括変更」ダイアログが開きます。⑤「係数値の直接⼊⼒」か「率計算（％）を⼊⼒して⑥「全選択」ボタンを 

押し⑦「実⾏」を押します。（次ページに続く） 
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個別の分別項目を選択して⼀括変更する場合は、マウスで項目⾏を選択してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「排出量⼀括変更」  分別区分毎の重量換算係数の⼀括設定（全項目選択）⼿順② 

前章の「実⾏」ボタンを押すと⑧「⾒積額の確認 ⾒積明細」が表⽰されます。明細を確認して問題なければ 

⑨「OK」を押すと⑩「排出量⼀括変更」ダイアログに戻ります。⾒積書に反映させる場合は、⑪「保存」ボタンを押して 

ください。⾒積額更新のメッセージが表⽰されたら⑫「OK」を押してください。 

 

※この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォームに登録」してください。 
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この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォーム」に登録してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「分別区分設定」  リサイクル処理の選択の⼿順 

この章では、分別区分項目に対して「リサイクル処理」を⾏うか否かの設定⽅法の⼿順を説明します。 

① 「排出量」から②「排出設定」を選択して③「分別区分設定」を選択します。 

④分別項目の「リサイクル処理」に対して「該当する」「該当しない」を選択した後に⑤「編集終了」を押すと排出設定が⾃
動で終了します。 

※この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォームに登録」してください。 
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この設定を⾒積書のひな型にする場合は、設定終了後に「⾒積フォーム」に登録してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「⾒積フォーム」の登録と活⽤⽅法 

この章では、「数量編集」を⾏った⾒積書のひな型（⾒積フォーム）作成⽅法の解説を⾏います。 

  

数量編集後に⾒積フォーム①「登録」を押しす。⾒積フォーム登録ダイアログの②「未登録」を④「任意の名称」に変更しま
す。③⾒積フォーム名称を⑤「任意の名称」に変更して⑥「作成」ボタンを押して登録します。 
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未登録グループの名前は、構造や⾯積毎管理し易い名前に変更してください。 

登録した⾒積フォームは、⑦新規作成時に⾃社の標準⾒積書のひな型として呼び出す事ができます。 

また、⾒積作成中に⑧「⼊替」ボタンから呼び出す事も可能です。 

８

７


